えきって いる。 そして そういう ことが、 二三 年 を 一期 

として、 幾 回と なく 繰 返される。 

而も 彼女 等の そういう 生活に は、 余りに 空気と 日の 

光と が 欠けて いる。 たまの 買物 や 訪問に 出かけた りす 

る こと 以外に は、 狭い 日蔭の 室内で、 朝から 晚 までぐ 

ずぐ ずして いる。 戸外の 大気 を 吸い 打 晴れた 日光に 浴 

する 機会 は、 ごく 稀に しかない。 そして 何 かの 機会で、 

思う さま 外気 を 吸えば 風邪 を 引く し、 長く 日光に 浴し 

ていれば 眩暈 を 起す。 それほど 彼女 等 は 衰微して デリ 

ケ —， ^にな つ ている ので ある。 

単に 身体の みで はない。 精神的に も 彼女 等 は 萎微し 



然し 何よりも、 彼女 等の 生活に 一 定の 方向 —— 目的 

—— を 与える ことが 必要で ある。 彼女 等の 生活の 萎微 

沈滞 は、 その 生活に 一 の 方向と か 目的と かがない 所 か 

ら、 最も 多く 原因して いる。 方向 や 目的の ない 生活に 

は、 発展がない。 発展の ない 生活 は、 機械的な 繰返し 

に 過ぎなくなる。 もはや それ は 生活で はない。 生活と 

か 活力と か いう 言葉 は、 機械的な 繰返しと 全然 相反す 

る もので、 それ 自身 一 の 発展 を 含有して る ものである _ 

彼女 等の 生活が 一 の 方向 —— 目的 —— を 得る ために 

は、 彼女 等が 良人に 従属 もしくは 隸 属して 生きる ので 

はなくて、 良人と 共に 生きなければ いけない。 共に 生 
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